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「一 途」 

福祉総合学部 姜 東星 

静かな図書館にて、井上靖の『天平の甍
いらか

』[＊]を開いたその瞬間、遥か 1300年前の長安への遣唐使の歴史

が蘇る。普照、栄叡、玄朗、戒融、業行といった遣唐留学僧たちの姿が目に浮かぶ。彼らは鑑真和上の渡日を

切望し、そのひたむきな情熱と不屈の信念のもとに生きた物語は、時を超えて私たちの心に響く。 

中でも鑑真和上は失明や遭難といった数々の困難にもめげずに、天平勝宝 5 年（753）に 6 度目の渡航で

ついに日本へと辿り着いた。日本において戒律制度を確立し、律宗の創始者として唐招提寺の建立に至った。

唐招提寺の存在は、日本の仏教史や文化の発展に大きな影響を与え、日本と中国の文化交流にも寄与してい

る。井上靖によるこの鑑真和上の東渡の物語は、日中の文化的な絆の象徴として中国でも広く愛されている。 

物語の中で特に印象的な場面の一つは、鑑真和上が揚州大明寺で渡日を懇請された際に語った言葉である。

「日本国の長屋王子は仏法を崇敬して、千の袈裟を造ってこの国の大徳衆僧に施された。その袈裟には四句が

縫いとりされてあった。⸺山川域を異にすれども、風月天を同じゅうす。これを仏子に寄せて、共に来縁を

結ばん」と仏法を広めるため、生命を惜しまずに鑑真和上は強い決意を持って日本へと向かった。この 1300

年前の袈裟に記された詩「山川異域、風月同天。寄諸佛子、共結来縁」は地域や国が異なっても、人々が共通

の感情を持つことを象徴している。この言葉は、2020 年の新型コロナウイルス対策への日本からの支援物

資に添えられており、再び世界の注目を集めた。日本と中国の国民が友好関係を深め、困難を共に克服する決

意を示す共感を呼ぶ言葉として受け継がれている。 

『天平の甍』との出会いがある。1993 年に西安からシルクロードを旅した時、日本人の方から『天平の

甍』という本を贈られた。その本の温もりは今も感じており、とても大切にしている。西安はかつて唐の都・

長安であり、長安に留学した阿倍仲麻呂（唐名は晁衡）が学んだ地である。阿倍仲麻呂記念碑はゆかりのある

興慶宮公園にあり、彼の故郷を偲ぶ詩「天
あま

の原
はら

 ふりさけ見
み

れば 春日
か す が

なる 三笠
み か さ

の山
やま

に 出
い

でし月
つき

かも」も

心に残っている。『天平の甍』では、鑑真和上の渡日を支援し、日本に帰国しようとした阿倍仲麻呂が乗った

船は暴風に遭って漂流した。その遭難の噂を聞いた親交のあった李白は、阿倍仲麻呂を弔う詩「日本晁卿帝都

ヲ辞ス。征帆一片蓬壷ヲ繞ル。明月帰ラズ碧海ニ沈ム。白雲愁色蒼梧ニ満ツ」と詠んだ。 

遣唐留学生や学僧たちは命をかけて直接中国本場に赴き学んだ。海を渡る危険と死を覚悟し、繰り返し新し

い仏教と技術を広めた。敦煌での旅でご縁があった住職の先生から、「今はいくら勉強してもすぐにできるよ

うになるが、学ぶことの根本的な精神は天平時代と変わっていない。その精神とは、一つのことに専念し、ひ

たすら努力し、探求する『一途』であり、何十年にもわたり正念相続の心であった」という教えを肝に銘じて

いる。 

[＊] 井上靖著『天平の甍』新潮社、1964 年（初刊：中央公論社、1957年） 
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◆開館カレンダー◆ 

 

□開館     9：00－20：00 

■開館     9：00－17：00 

■土曜日開館  9：00－17：00 

■休館 

 

東金図書館閉館後はネットラウンジをご利用ください（21：00 まで開放）。 

※休館・開館時間は変更することがあります。詳細はホームページ、Twitter で

ご確認ください。 

 

紀尾井町 

キャンパス 

 

5 月 13 日、「電子リソースを使用した情報探索法講

習会」を対面形式で行いました。学生 23名、教員 5 名

が出席し、「Japan knowledge」「ProQuest Central」

「朝日新聞クロスサーチ」「日経テレコン 21」の検索方

法を学びました。いずれもレポート作成や就活に役立つ

データベースで、図書館ホームページ「資料を探す」の

タブから利用することができ、学外からも利用できま

す。学外からの場合、統合認証システムの ID、PW を入

力してご利用ください。 

  

情報探索法講習会を行いました レポート・論文に 

役立つ本 

   
大学に入ってレポー

トの書き方がわからな

い新入生や、卒論を前

に途方に暮れる4年生

の皆さん。自力で解決

できない時は、図書室

の本を手掛かりにして

みるのも一つの方法で

す。レポート・論文作

成に役立ちそうな図書

を展示していますの

で、ぜひ図書室へ。お

待ちしています。 

オリンピック・パ

ラリンピック関連

の資料を集め展示

しています。いよい

よ開幕するパリ

2024 オリンピッ

ク・パラリンリック

を楽しむために、歴

史や競技について

知識を深めてみる

のはいかがでしょ

うか。 

 

 

パリ 2024 オリンピック・ 

パラリンピック 

地球温暖化を考える 

 

 

 

地球温暖化に関する資料を集めて展示し

ています。温暖化は近年の夏の暑さや大雨

などの要因とされています。 

気候変動への影

響がますます深刻

化している今、未

来の地球を守るた

めに、自分たちに

できることを考え

てみませんか。 

 

 

 

 

東金図書館展示 

読んで観戦！ 
 


